
  

 春の代表的な「春の大曲線」がよく見え
るようになってきました。 

 曲線の先にあるスピカは、おとめ座の一
等星です。 占いに出てくる黄道１２星座の
内の１つですが、当てはめられている誕生
日と、星座が現れる時期が違うのはなぜで
しょう？ 

 そんな些細な事にも丁寧に答えてくれ
る、天文台です。 
 

 

（星見る熊 より） 

 

開館時間：15：00～2１：30 

☆彡 5月の見頃の時間は19:３0ごろです ☆彡 

↓ 当日の天候はWeb、またはFacebook・Twitterにて ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒370-3403 群馬県高崎市倉渕町水沼2930番  TEL：027-386-6837 

※ お天気などご不安な点ありましたらお気軽にお電話ください ※ 

Web Facebook Twitter 
#くらぶちこども天文台 

Instagram 

 初夏
し ょ か

の風
かぜ

がそろそろ吹
ふ

く季節
き せ つ

でしょうか。春
はる

の星座
せ い ざ

も天 頂
てんちょう

（空
そら

の真上
ま う え

）に高
たか

く昇
のぼ

り、しし座
ざ

などはそろそ

ろ来年
らいねん

にむけての旅
たび

へ出 発
しゅっぱつ

です。また、星座
せ い ざ

の大
おお

きさ

ランキング１位
い

のうみへび座
ざ

、２位
い

のおとめ座
ざ

、３位
い

のおおぐま座
ざ

が一度
い ち ど

に観
み

れる時期
じ き

でもあります。とい

うことは小
ちい

さなランキングもあるはず……さあ、今月
こんげつ

も星空
ほしぞら

の旅
たび

に出
で

かけましょう！ 

Stellarium 0.19.0 / https://stellarium.org/ja/より５月の主な星座 



 誕生星座
たんじょうせいざ

は、【しし座
ざ

】【おとめ座
ざ

】が見頃
み ご ろ

になります。【おとめ座】は 

大
おお

きいので、その次
つぎ

の【てんびん座
ざ

】を観測
かんそく

するのは来月
らいげつ

がよさそうです。 

『北斗七星
ほくとしちせい

』の柄
え

から伸
の

ばす『春
はる

の大 曲 線
だいきょくせん

』や、【しし座
ざ

】の『デネボラ』

『アルクトゥールス』『スピカ』で結
むす

ぶ『春
はる

の大三角
だいさんかく

』が高
たか

い位置
い ち

に昇
のぼ

るので

さらに見
み

やすく、探
さが

しやすくなるはずです。 

Stellarium 0.19.0 / https://stellarium.org/ja/より 

  

 

 宇宙
うちゅう

の世界
せ か い

を近
ちか

くで観
み

せてくれる望 遠 鏡
ぼうえんきょう

。４月
がつ

から数回
すうかい

に分
わ

けて、

望 遠 鏡
ぼうえんきょう

のしくみについて解説
かいせつ

しています！今月
こんげつ

は屈折望遠鏡
くっせつぼうえんきょう

について！ 

 

 最
もっと

も一般的
いっぱんてき

な望 遠 鏡
ぼうえんきょう

のひとつです。最古
さ い こ

の望 遠 鏡
ぼうえんきょう

も、1608年
ねん

に

眼鏡用
め が ね よ う

のレンズを使
つか

ってオランダの眼鏡職人
めがねしょくにん

ハンス・リッペルハイが発明
はつめい

したといわれています。また、世界
せ か い

で最初
さいしょ

に望 遠 鏡
ぼうえんきょう

を使
つか

って天体観測
てんたいかんそく

した

のはガリレオ・ガリレイで、1609年に凸
とつ

レンズと凹
おう

レンズを組
く

み合
あ

わせ

て作
つく

った自作
じ さ く

ものでした。遠
とお

くのものを拡大
かくだい

して見
み

る、というレンズのし

くみはそのまま天体観測
てんたいかんそく

の応用
おうよう

にも使
つか

われたのですね！ 
 

 長
なが

い筒
つつ

の両 端
りょうはし

にレンズを取
と

り付
つ

けて遠
とお

くの星
ほし

を拡大
かくだい

します。レンズは凸
とつ

レンズを２枚
まい

組
く

み合
あ

わせるケプラー式
しき

と呼
よ

ばれるものと、凸
とつ

レンズと凹
おう

レ

ンズを組
く

み合
あ

わせるガリレオ式
しき

があり、それぞれ見
み

え方
かた

に特 徴
とくちょう

がありま

す。現在
げんざい

は倍率
ばいりつ

を上
あ

げやすく、視野
し や

も広
ひろ

いケプラー式
しき

がほとんどです。 

◇ 屈折望遠鏡 

 ● 屈折望遠鏡のしくみ 

北斗七星 

春の大三角 

春の大曲線 

ケプラー式 

天体 

天体 

逆さまに見える（倒立像）が、 

見える幅が広く、高い倍率もとれる 

同じ向きに見え（正立像）、望遠鏡も 

短くできるが、見える幅が狭い 
接眼レンズ（凹レンズ） 

焦点距離とは無関係に像を作れる 

接眼レンズ（凸レンズ） 

高い倍率にできるが、その分接眼レンズの焦点距離も必要になり、望遠鏡が長くなる 

レンズを通った天体の光が屈折し、集まるまで 

の位置を焦点距離といい、望遠鏡の倍率に関係 

する。レンズが大きくなればなるほど長くなり、 

沢山光を集められるが、レンズも重くなるので 

屈折望遠鏡は巨大な望遠鏡には向かない。 

対物レンズ（凸レンズ） 
ガリレオ式（現在はオペラグラスなどに利用） 


